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「DNA担持ナノ粒⼦の新奇なコロイド現象と計測応⽤」

⼀本鎖DNAを表⾯に固定したナノ粒⼦は、⾼塩濃度の⽔溶液中でも安定にコロイド分散する。しかし、
相補的な⼀本鎖DNAを加えて粒⼦表⾯で⼆重らせんをつくると、粒⼦は迅速に凝集をおこし、例えば
コアが⾦ナノ粒⼦の場合、溶液は⾚⾊から紫⾊に変化する。これに対して、表⾯DNAの末端部位に⼀
塩基ミスマッチがあると、同じ条件でも凝集はおこらない。この興味深いコロイド現象の発⾒の経緯、
SPring-8や⾛査プローブ顕微鏡などの先端計測法を駆使した現象の解明、その後の分⼦センサーや応
答性ナノ材料への展開について紹介したい。

2021年3⽉10⽇（⽔）10︓00〜11︓30 「基礎編︓発⾒の経緯」
2021年3⽉11⽇（⽊）10︓00〜11︓30 「応⽤編︓計測への展開」
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